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はじめに 

 災害時の傷病者救命に必要な情報管理は，従来から音声を用いた伝言方式のシス

テムが用いられてきている．しかしながらこの従来型のシステムは，情報が急速に

発生し，変化する災害現場で関係者が傷病者救命に必要な情報をリアルタイム・正

確に把握することができず，高度な救命医療を展開することはきわめて困難である．

また正確な情報を音声で伝達するためには多くの時間を要し，多忙な活動の中で占

める負担が大きく非効率的である． 

 

１．研究の目的 

本研究は，人の手間を増やすことなく，収集された情報を文字(+音声)で効率よく情

報共有するシステムを開発し，その有効性を検証する． 
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特徴と問題点 
• 音声・伝言方式 
• 急速に発生/変化する情報に対応困難，
各部署で重要な情報は記録されるが，

情報共有は容易でない． 

特徴とメリット 
• 文字(+音声)・情報集約/共有方式 
• 急速に発生/変化する情報・重要な情報が担当部
署から即時共有され，簡易的な音声伝達を補足す

るだけで正確な情報記録・共有が達成できれる． 



 

 

２．傷病者情報共有システム開発・有効性の検証 

 １年目の平成27年度は，情報共有システムの開発を行った．本助成金の申請時に主要な入力項

目は決定していたが，急速に発生する情報を，はじめて使う人が間違えること無く，効率よく入

力し，入力された情報を閲覧しやすい形で示すシステムが必要であると考え，システム開発プロ

グラマーとの会議（web会議１−２回/月，会議室での会議２回/年）を行った．必要な入力画面は4

種類とした．また閲覧画面は3種類とした．また，2015年度は複数の職種が参加する主な災害訓練

は6回行った．多くの訓練が毎年行われるため，現在，災害情報共有・管理システムを開発中であ

り，来年度は検証作業を行いたい旨を報告し，各担当機関・職種より賛同の意見を頂いた． 

 2年目の平成28年度は，机上訓練・病院内訓練・病院外災害訓練，外傷に特化したドクターカー

で出動する複数傷病者事案で，１つ１つの開発した機能が有効であるか検証していく予定である． 

 

３−１．災害訓練実績 

2015 年度の主要災害訓練 

日時 訓練名 訓練場所 

H27.7.22（水） 関西国際空港航空機海上事故対策訓練 関西国際空港 

H28.9.1（火） 総合防災訓練における広域医療搬送実

働訓練 
羽田国際空港  

H27.9.17（木） 航空機事故医療救護活動部分訓練及び

研修の実施 
関西国際空港 

H27.10.14（水） 関西国際空港航空機事故消火救難総合

訓練 
関西国際空港 

H28.1.19（火） 大阪府・市町村地震・津波対策訓練 岸和田徳洲会病院 

H28.1.27（水） 大阪府ＮＢＣテロ対処実動訓練 関西国際空港 

 

３−２．ドクターカー実績（2015 年度） 

出動件数 298 件 

交通外傷 168 件 

複数傷病者事案 16 件 

 

４．まとめ、今研究で得られた成果、今後の課題等 

 2015年4月よりNEXCO関係会社高速道路防災対策等に関する支援基金の援助を受け，

災害時の傷病者救命高度化のための新しい情報共有システム開発を開始した．本研究は

2年間（１年目：システム開発，２年目：システムの有用性の検証）の研究計画に基づ

き，順調に研究は進んでいる． 

 情報共有システムは大型バス事故などの多数傷病者発生現場に対応できるシステム

となるよう 4種類の入力画面，3 種類閲覧画面で構築した．  

 2 年目は当施設が主導する局地災害訓練(机上,病院内,海上,空港訓練等)で検証を行

う予定である．また本施設は重症外傷(研究)センターで外傷に特化したドクターカーを

有しており高速道路複数傷病者事案などの局地災害に対しても出動体制を構築済みで

あるため，現場での有用性の検証も行っていく予定である． 


